モデリングとシミュレーション演習問題２　　 　2019/12/4
A4レポート用紙で提出。　　　　　　     期限：12月11日（水）   事務室

１．ロケットの高度は時間（秒）の２乗を２倍したものであった。
　(1) １～５秒後の高度の変化を求め、グラフで表せ。
N <- 5

y <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)
for(t in 1:N){

y[t] <- 2*t*t

}
plot (y,  pch=16, ylim=c(0,50))

lines (y)

write.csv(y, "高度.csv")
　(2) 時刻tにおける高度の平均変化率は４tである。時間間隔を１秒として高度を近
　　似計算し５秒間の変化をグラフで表せ。また時間間隔0.5秒のグラフもかけ。
＜時間間隔１秒＞

N <- 5

h <- 1

y <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)
y[1] <- 0

t <- 0

for(i in 1:N){

y[i+1] <- y[i] + 4*t*h

t <- t + h

}
plot (y,  pch=16, ylim=c(0,50))

lines (y)
write.csv(y, "高度.csv")
＜時間間隔0.5秒＞
N <- 10

h <- 0.5　に変更
２．一様乱数を100個発生させ、円の面積から円周率を求めよ。また1000個、10000
　個の場合、どのようになるか調べよ。
＜一様乱数100個＞

N <- 100
rx <- runif(N, min=0, max=1)

ry <- runif(N, min=0, max=1)
count <- 0

for(i in 1:N){

if((rx[i]^2 + ry[i]^2) <= 1) count <- count + 1

}
p <- (count*4)/N
//円周率pを求める
＜一様乱数1000個、10000＞
N <- 1000

N <- 10000　に変更
３．当たる確率が1/16で、当たると15個の玉が出るパチンコ台の勝率を求めよ。
N <- 10000

NW <- 0

for(i in 1:N){

NP <- 50

while(NP > 0 && NP < 100){

NP <- NP - 1

if(runif(1, min=0, max=1) <= 1/16) NP <- NP + 15

}

if(NP >= 100) NW <- NW + 1

}

p <- NW/N
//勝率pを求める
　　
４．水槽で20匹のグッピーを飼っている。実質増加率（増加率―減少率）を25%

とすると、１２ヶ月後には何匹になっているか。
(1) グッピーの個体数をストック・フローモデルで表せ。
(2) グッピーの個体数を１２ヶ月後まで計算し、グラフで表せ
N <- 12 
IN <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

OUT <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

STOCK <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)
STOCK[1] <- 20
for(i in 1:N){

IN[i] <- STOCK[i] * 0.65
OUT[i] <- STOCK[i] * 0.4
STOCK[i+1] <- STOCK[i] + round(IN[i] - OUT[i])

}
plot (STOCK,  pch=16, ylim=c(0,200))

lines (STOCK)
write.csv(STOCK, "グッピー個体数.csv")
５．あるダムの放流量を決めたい。ダムの容量は満水で350万m3の大きさとし、１
　日あたりの流入量は表のように与えられる。ダムの貯水量の下限を280万m3、上
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限を340万m3、貯水量が310万m3
以上のとき最大放流、310万m3未満の
とき日常放流とする。
　日常放流量を２万m3／日、最大放流　　
量を30万m3／日として、ダムの貯水　
量、流入量、放流量を５日間シミュレ
ーションせよ。また日常放流量を0.1

万m3／日、最大放流量を５万m3／日、
日常放流量を１万m3／日、最大放流　　
量を30万m3／日として比較せよ。
＜日常放流量を２万m3／日、最大放流量を30万m3／日＞
N <- 100; 

Dout <- 2

Mout <- 30  

IN <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

OUT <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

STOCK <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

RAND <- runif(100, min=0, max=1)

STOCK[1] <- 300

for(i in 1:N){

if(RAND[i] <= 0.1) IN[i] <- 0.5

if(RAND[i] > 0.1 && RAND[i] <= 0.8) IN[i] <- 1

if(RAND[i] > 0.8 && RAND[i] <= 0.9) IN[i] <- 5

if(RAND[i] > 0.9 && RAND[i] <= 0.97) IN[i] <- 10

if(RAND[i] > 0.97 && RAND[i] <= 0.99) IN[i] <- 20 

if(RAND[i] > 0.99) IN[i] <- 50 

if(STOCK[i] < 310) OUT[i] <- Dout 

if(STOCK[i] >=  310) OUT[i] <- Mout 

STOCK[i+1] <- STOCK[i] + IN[i] - OUT[i]

}

plot (STOCK,  pch=16, ylim=c(250,350)); lines (STOCK)

write.csv(STOCK, "貯水量.csv")
＜日常放流量を0.1万m3／日、最大放流量を5万m3／日＞
Dout <- 0.1

Mout <- 5　に変更
＜日常放流量を1万m3／日、最大放流量を30万m3／日＞
Dout <- 1

Mout <- 30　に変更
６．高度1000mからスカイダイビングで落下するようすをシミュレーションせよ。た
　だし重力加速度の大きさを9.8ｍ/s2とし、時間間隔を１秒として開始から５秒間の高
　度を計算し、グラフで表せ。また時間間隔を0.1秒として比較せよ。
＜時間間隔１秒＞
N <- 5 
h <- 1

y <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

v <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

a <- -9.8

y[1] <- 100;  v[1] <- 0;  t <- 0

for(i in 1:N){

v[i+1] <- v[i] + a*h

y[i+1] <- y[i] + v[i]*h

t <- t + h

}

plot (y,  pch=16, ylim=c(0,100))

lines (y)

write.csv(y, "高度.csv")
＜時間間隔0.1秒＞
N <- 50
h <- 0.1　に変更
７．高度100mからバンジージャンプで飛びおりたようすをシミュレーションせよ。ただし重力加速度の大きさを9.8ｍ/s2、ゴムひものフック定数を20kg/s2、人の体重を70kgとする。時間間隔を0.005秒として開始から30秒間の高度を計算せよ。
N <- 6000  
h <- 0.005

y <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

v <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

x <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

a <- matrix(1:N, nrow=N, ncol=1)

y[1] <- 100;   v[1] <- 0;    t <- 0

for(i in 1:N){

x[i] <- 100 - y[i]

a[i] <- 2*x[i]/7- 9.8

v[i+1] <- v[i] + a[i]*h

y[i+1] <- y[i] + v[i]*h

t <- t + h }

plot (y,  pch=16, ylim=c(0,150));   lines (y)

write.csv(y, "高度.csv")
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